
Mito UNESCO プラネタリー塾 第２回 

地 域 遺 産 －未来へ引き継ぐ水戸のたからもの－ 

【そして新しいまちづくりへ －地域遺産絵葉書とみと好文テラスを通して－】 

講師：建築家 横須賀 満夫 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜講師プロフィール＞  

1938 年 茨城県常陸太田市生まれ  

日本大学理工学部建築学科卒業  

1969 年 横須賀満夫建築設計事務所 設立  

株式会社横須賀満夫建築設計事務所 取締役会長  

（一社）茨城県建築士事務所協会 名誉顧問  APEC Architect 

茨城県建築士審査会 会長  水戸市建築審査会 会長   

 

日 時：２０２６年９月２０日（日） １３：００～１５：００ 

会 場：水戸市国際交流センター（水戸市備前町 6－59） 

参加費：無料 

 

参加お申し込みは右の QR コードを読み取り Google フォームへ 

https://forms.gle/sgZ5hbeEvMaXkqqx9 

 

主催：水戸ユネスコ協会 （https://mtunesco.jp/ メール jimukyoku@mtunesco.jp） 

後援：水戸市教育委員会  水戸市国際交流協会 

＜講師からのメッセージ＞ 

ものを“創る”ことへのこだわりは誰にでもある自然な心だと思います。その心の表現を業

としている建築家は、純粋であるべきですし、美しいもの・温かいもの・明るいものな

ど、それらを素直に読み取れる感性を養うべきであると思います。  

建築計画は建築単体のみで考えるのではなく、街並みや都市の文脈を意識したものが不可

欠です。近年竣工の水戸少友幼稚園、アダストリア水戸本店、JAF 茨城支部事務所そして

水戸市民会館へと繋がり、創造の喜びを再考してみましょう。近作の「みと好文テラス」

は水戸市の中心点として新しいスタートを切りました。 

みと好文テラス（千波湖畔） 

 

https://mtunesco.jp/

